
(57)【要約】

【課題】本発明の目的は、直流側の電流パルス幅を電流

検出が可能な幅以上にでき、スイッチングの相互干渉が

発生しないパルス幅変調方法とその装置及び電力変換方

法と電力変換器を提供することにある。

【解決手段】本発明は、３つの第１指令信号における任

意の２つの前記指令信号差をいずれも予め定められた値

以上になるように第２指令信号を演算するステップと、

前記第２指令信号に基づきパルス幅変調するステップと

を有することを特徴とするパルス幅変調方法にある。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
３ つ の 第 １ 指 令 信 号 に お け る 任 意 の ２ つ の 前 記 指 令 信 号 の 差 を い ず れ も 予 め 定 め ら れ た 値
以 上 に な る よ う に 第 ２ 指 令 信 号 を 演 算 す る ス テ ッ プ と 、 該 第 ２ 指 令 信 号 に 基 づ き パ ル ス 幅
変 調 す る ス テ ッ プ と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る パ ル ス 幅 変 調 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
３ つ の 第 １ 指 令 信 号 に 基 づ き 演 算 さ れ た ３ つ の 第 ２ 指 令 信 号 を パ ル ス 幅 変 調 す る パ ル ス 幅
変 調 方 法 に お い て 、 任 意 の ２ つ の 第 ２ 指 令 信 号 の 差 を い ず れ も 予 め 定 め ら れ た 値 以 上 及 び
前 記 ３ つ の 第 １ 指 令 信 号 と 前 記 ３ つ の 第 ２ 指 令 信 号 と の そ れ ぞ れ の 差 の 積 算 値 で あ る ３ つ
の 誤 差 積 算 値 が い ず れ も 予 め 定 め ら れ た 値 以 下 と な る よ う に 前 記 第 １ 指 令 信 号 に 基 づ き 前
記 第 ２ 指 令 信 号 を 演 算 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 第 ２ 指 令 信 号 を パ ル ス 幅 変 調 す る ス テ ッ プ と
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る パ ル ス 幅 変 調 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ に お い て 、 前 記 ３ つ の 誤 差 積 算 値 を 前 記 ３ つ の 第 １ 指 令 信 号 に そ れ ぞ れ 加 算 し ３
つ の 第 ３ 指 令 信 号 を 演 算 す る ス テ ッ プ と 、 任 意 の ２ つ の 前 記 第 ３ 指 令 信 号 の 差 を 予 め 定 め
ら れ た 値 以 上 に な る よ う に 前 記 第 ２ 指 令 信 号 を 演 算 す る ス テ ッ プ と を 有 す る こ と を 特 徴 と
す る パ ル ス 幅 変 調 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に お い て 、 前 記 第 ２ 指 令 信 号 は 、 パ ル ス 幅 変 調 の 搬 送 波 の 半 周 期
毎 に 更 新 さ れ る こ と を 特 徴 と す る パ ル ス 幅 変 調 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に お い て 、 前 記 第 ２ 指 令 信 号 は 、 パ ル ス 幅 変 調 の 搬 送 波 の 半 周 期
の 整 数 倍 間 隔 で 更 新 さ れ る こ と を 特 徴 と す る パ ル ス 幅 変 調 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
第 １ 交 流 電 圧 指 令 信 号 に 基 づ き 第 ２ 交 流 電 圧 指 令 信 号 を 演 算 す る 電 圧 指 令 信 号 補 正 ス テ ッ
プ と 、 前 記 第 ２ 交 流 電 圧 指 令 信 号 に 基 づ き パ ル ス 幅 変 調 を 行 い ゲ ー ト 信 号 を 出 力 す る Ｐ Ｗ
Ｍ 制 御 ス テ ッ プ と 、 前 記 ゲ ー ト 信 号 に 基 づ き 直 流 電 圧 を ス イ チ ン グ し 交 流 電 圧 に 変 換 す る
ス テ ッ プ と を 有 す る 電 力 変 換 方 法 に お い て ， 前 記 パ ル ス 幅 変 調 は 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か
に 記 載 の パ ル ス 幅 変 調 方 法 に よ っ て 行 う こ と を 特 徴 と す る 電 力 変 換 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ６ に お い て 、 外 部 か ら 与 え ら れ る 速 度 指 令 信 号 に 基 づ き 前 記 第 １ 交 流 電 圧 指 令 信 号
を 出 力 す る モ ー タ 制 御 ス テ ッ プ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 電 力 変 換 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
３ つ の 指 令 信 号 に お け る 任 意 の ２ つ の 前 記 指 令 信 号 差 が 予 め 定 め ら れ た 値 以 上 に な る よ う
に 補 正 す る 補 正 手 段 と 、 該 補 正 さ れ た 出 力 を パ ル ス 幅 変 調 す る パ ル ス 幅 変 調 手 段 と を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る パ ル ス 幅 変 調 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
３ つ の 第 １ 指 令 信 号 に 基 づ き 演 算 さ れ た ３ つ の 第 ２ 指 令 信 号 を パ ル ス 幅 変 調 す る パ ル ス 幅
変 調 装 置 に お い て 、 前 記 第 ２ 指 令 信 号 の 任 意 の ２ つ の 指 令 信 号 の 差 を 予 め 定 め ら れ た 値 以
上 及 び 前 記 ３ つ の 第 １ 指 令 信 号 と 前 記 ３ つ の 第 ２ 指 令 信 号 と の そ れ ぞ れ の 差 の 積 算 値 が 予
め 定 め ら れ た 値 以 下 と な る よ う に 前 記 第 ２ 指 令 信 号 を 演 算 す る 補 正 手 段 と 、 該 補 正 さ れ た
出 力 を パ ル ス 幅 変 調 す る パ ル ス 幅 変 調 手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る パ ル ス 幅 変 調 装 置
。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 ９ に お い て 、 前 記 誤 差 積 算 値 を 前 記 ３ つ の 第 １ 指 令 信 号 に そ れ ぞ れ 加 算 し ３ つ の 第
３ 指 令 信 号 を 演 算 す る 演 算 手 段 と 、 任 意 の ２ つ の 第 ３ 指 令 信 号 差 を 予 め 定 め ら れ た 値 以 上
に な る よ う に 前 記 第 ２ 指 令 信 号 を 演 算 す る 補 正 手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る パ ル ス 幅
変 調 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
第 １ 交 流 電 圧 指 令 信 号 に 基 づ き 第 ２ 交 流 電 圧 指 令 信 号 を 演 算 す る 電 圧 指 令 補 正 部 と 、 前 記
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第 ２ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 に 基 づ き パ ル ス 幅 変 調 を 行 い ゲ ー ト 信 号 を 出 力 す る Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 部
と 、 前 記 ゲ ー ト 信 号 に 基 づ き 直 流 電 圧 を ス イ チ ン グ し 交 流 電 圧 に 変 換 す る ス イ ッ チ ン グ 素
子 と を 有 す る 直 流 電 圧 を 交 流 電 圧 に 変 換 す る 電 力 変 換 器 に お い て ， 前 記 パ ル ス 幅 変 調 は 請
求 項 ８ ～ １ ０ の い ず れ か に 記 載 の パ ル ス 幅 変 調 装 置 に よ り 行 う こ と を 特 徴 と す る 電 力 変 換
器 。
【 請 求 項 １ ２ 】
請 求 項 １ １ に お い て 、 外 部 か ら 与 え ら れ る 速 度 指 令 に 基 づ き 前 記 第 １ の 交 流 電 圧 指 令 信 号
を 出 力 す る モ ー タ 制 御 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 電 力 変 換 器 。
【 請 求 項 １ ３ 】
請 求 項 １ １ 又 は １ ２ に お い て ， 直 流 電 圧 は 交 流 電 源 か ら 供 給 さ れ る 電 圧 を 整 流 す る 整 流 回
路 と 、 該 整 流 さ れ た 前 記 電 圧 を 平 滑 に し 直 流 電 圧 に 変 換 す る 平 滑 コ ン デ ン サ に よ り 供 給 さ
れ る こ と を 特 徴 と す る 電 力 変 換 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 電 力 変 換 器 を 制 御 す る た め の 新 規 な パ ル ス 幅 変 調 方 法 と そ の 装 置 及 び 電 力 変 換
方 法 と 電 力 変 換 器 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 Derivation of motor line-current waveforms from the DC-link curr
ent of an inverter"IEE PROCEEDING、  Vol.136、 Pt. B、  JULY 1989、 pp.196-204
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2001-327173号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 2002-119062号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 2002- 95263号 公 報
【 ０ ０ ０ ３ 】
直 流 を パ ル ス 幅 変 調 に よ り 交 流 に 変 換 す る 電 力 変 換 器 に お い て 、 直 流 側 の 電 流 か ら 交 流 側
の 電 流 を 検 出 す る 方 法 と し て 、 非 特 許 文 献 １ に 記 載 の 方 法 が あ る 。 ま た 、 こ の 電 流 検 出 方
法 に 適 し た パ ル ス 幅 変 調 方 式 と し て は 、 特 許 文 献 １ 及 び 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 方 法 が あ る 。
Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 部 及 び 電 流 検 出 部 の 詳 細 は 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
非 特 許 文 献 １ に お い て は 、 交 流 電 圧 が 低 い 場 合 、 直 流 側 の 電 流 パ ル ス 幅 が 小 さ く な る た め
、 直 流 側 の 電 流 を 安 定 し て 検 出 す る こ と が 難 し い 。 こ れ に 対 し 、 特 許 文 献 １ で は 、 パ ル ス
幅 変 調 の 搬 送 波 の 一 周 期 前 半 で は 、 直 流 側 の 電 流 パ ル ス 幅 が 電 流 を 安 定 に 検 出 す る の に 十
分 な 幅 と な る よ う に 補 正 し 、 後 半 で 交 流 側 電 圧 が 所 望 の 電 圧 と な る よ う に 補 正 を 行 う 。 こ
の た め 、 後 半 で は 電 流 検 出 に 必 要 な パ ル ス 幅 が 確 保 さ れ な い こ と 、 及 び 搬 送 波 の 周 期 の ２
分 の １ の 周 期 で 変 調 波 を 演 算 す る 必 要 が あ り 、 演 算 に は 高 性 能 な マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ が
必 要 と な る 。 ま た 、 特 許 文 献 １ に お い て も 、 電 流 を 検 出 す る の に 必 要 な 電 流 パ ル ス 幅 が 確
保 で き な い 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
更 に 、 特 許 文 献 １ 及 び 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 方 法 で は 、 あ る 相 の ス イ ッ チ ン グ と 他 の 相 の ス
イ ッ チ ン グ が 短 時 間 で 行 わ れ る 場 合 が 存 在 し 、 こ の と き に 発 生 す る 相 互 干 渉 に よ り 正 常 な
ス イ ッ チ ン グ が で き な い 現 象 を 防 止 す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
以 上 の よ う に 、 従 来 の 直 流 を 交 流 に 変 換 す る パ ル ス 幅 変 調 を 用 い た 電 力 変 換 器 に お い て 、
直 流 電 流 Idcか ら 電 力 変 換 器 の 出 力 電 流 を 検 出 す る 場 合 、 相 間 の 電 圧 指 令 信 号 が 小 さ い 場
合 、 直 流 電 流 Idcの パ ル ス 幅 が 狭 く な り 、 検 出 が 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 直 流 側 の 電 流 パ ル ス 幅 を 電 流 検 出 が 可 能 な 幅 以 上 に す る こ と が で き 、 ス
イ ッ チ ン グ の 相 互 干 渉 が 発 生 し な い パ ル ス 幅 変 調 方 法 と そ の 装 置 及 び 電 力 変 換 方 法 と 電 力
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変 換 器 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 ３ つ の 第 １ 指 令 信 号 に お け る 各 々 ３ つ の 指 令 信 号 差 の 中 の 任 意 の ２ つ 又 は ３ つ
の 前 記 指 令 信 号 の 差 を い ず れ も 予 め 定 め ら れ た 値 以 上 に な る よ う に 第 ２ 指 令 信 号 を 演 算 す
る ス テ ッ プ と 、 該 第 ２ 指 令 信 号 に 基 づ き パ ル ス 幅 変 調 す る ス テ ッ プ と を 有 す る こ と を 特 徴
と す る パ ル ス 幅 変 調 方 法 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 は 、 よ り 具 体 的 に は 、 ３ つ の 第 １ 指 令 信 号 に 基 づ き 演 算 さ れ た ３ つ の 第 ２ 指 令 信 号
を パ ル ス 幅 変 調 す る パ ル ス 幅 変 調 方 法 に お い て 、 任 意 の ２ つ の 第 ２ 指 令 信 号 の 差 を い ず れ
も 予 め 定 め ら れ た 値 以 上 及 び 前 記 ３ つ の 第 １ 指 令 信 号 と 前 記 ３ つ の 第 ２ 指 令 信 号 と の そ れ
ぞ れ の 差 の 積 算 値 で あ る ３ つ の 誤 差 積 算 値 が い ず れ も 予 め 定 め ら れ た 値 以 下 と な る よ う に
前 記 第 １ 指 令 信 号 に 基 づ き 前 記 第 ２ 指 令 信 号 を 演 算 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 第 ２ 指 令 信 号 を
パ ル ス 幅 変 調 す る ス テ ッ プ と を 有 す る こ と 、 又 、 ３ つ の 第 １ 指 令 信 号 と 該 ３ つ の 第 １ 指 令
信 号 に 基 づ き 補 正 さ れ た ３ つ の 第 ２ 指 令 信 号 と の 差 の 積 算 値 で あ る ３ つ の 誤 差 積 算 値 を 前
記 ３ つ の 第 １ 指 令 信 号 に そ れ ぞ れ 加 算 し ３ つ の 第 ３ 指 令 信 号 を 演 算 す る ス テ ッ プ と 、 任 意
の ２ つ の 前 記 第 ３ 指 令 信 号 差 を 予 め 定 め ら れ た 値 以 上 に な る よ う に 前 記 第 ２ 指 令 信 号 を 演
算 す る ス テ ッ プ と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 は 、 電 力 変 換 方 法 と し て 、 第 １ 交 流 電 圧 指 令 信 号 に 基 づ き 第 ２ 交 流 電 圧 指 令 信 号 を
演 算 す る 電 圧 指 令 信 号 補 正 ス テ ッ プ と 、 前 記 第 ２ 交 流 電 圧 指 令 信 号 に 基 づ き パ ル ス 幅 変 調
を 行 い ゲ ー ト 信 号 を 出 力 す る Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 ス テ ッ プ と 、 前 記 ゲ ー ト 信 号 に 基 づ き 直 流 電 圧 を
ス イ チ ン グ し 交 流 電 圧 に 変 換 す る ス テ ッ プ と を 有 し ， 前 記 パ ル ス 幅 変 調 は 前 述 に 記 載 の パ
ル ス 幅 変 調 方 法 よ り な る こ と を 特 徴 と し 、 又 外 部 か ら 与 え ら れ る 速 度 指 令 信 号 に 基 づ き 前
記 第 １ 交 流 電 圧 指 令 信 号 を 出 力 す る モ ー タ 制 御 ス テ ッ プ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 は 、 ３ つ の 指 令 信 号 に お け る 任 意 の ２ つ の 前 記 指 令 信 号 の 差 が 予 め 定 め ら れ た 値 以
上 に な る よ う に 演 算 す る 補 正 手 段 と 、 該 演 算 さ れ た 出 力 を パ ル ス 幅 変 調 す る パ ル ス 幅 変 調
手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る パ ル ス 幅 変 調 装 置 に あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
又 、 本 発 明 は 、 ３ つ の 第 １ 指 令 信 号 に 基 づ き 演 算 さ れ た ３ つ の 第 ２ 指 令 信 号 を パ ル ス 幅 変
調 す る パ ル ス 幅 変 調 手 段 を 有 す る パ ル ス 幅 変 調 装 置 に お い て 、 前 記 第 ２ 指 令 信 号 の 任 意 の
２ つ の 指 令 信 号 の 差 を 予 め 定 め ら れ た 値 以 上 及 び 前 記 ３ つ の 第 １ 指 令 信 号 と 前 記 ３ つ の 第
２ 指 令 信 号 と の そ れ ぞ れ の 差 の 積 算 値 が 予 め 定 め ら れ た 値 以 下 と な る よ う に 前 記 第 ２ 指 令
信 号 を 演 算 す る 補 正 手 段 を 有 す る こ と 、 又 、 ３ つ の 第 １ 指 令 信 号 と 該 ３ つ の 第 １ 指 令 信 号
に 基 づ き 補 正 さ れ た ３ つ の 第 ２ 指 令 信 号 と の 差 の 積 算 値 で あ る ３ つ の 誤 差 積 算 値 を 前 記 ３
つ の 第 １ 指 令 信 号 に そ れ ぞ れ 加 算 し ３ つ の 第 ３ 指 令 信 号 を 演 算 す る 演 算 手 段 と 、 任 意 の ２
つ の 第 ３ 指 令 信 号 差 を 予 め 定 め ら れ た 値 以 上 に な る よ う に 前 記 第 ２ 指 令 信 号 を 補 正 す る 補
正 手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 は 、 第 １ 交 流 電 圧 指 令 信 号 に 基 づ き 第 ２ 交 流 電 圧 指 令 信 号 を 演 算 す る 電 圧 指 令 補 正
部 と 、 前 記 第 ２ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 に 基 づ き パ ル ス 幅 変 調 を 行 い ゲ ー ト 信 号 を 出 力 す る Ｐ
Ｗ Ｍ 制 御 部 と 、 前 記 ゲ ー ト 信 号 に 基 づ き 直 流 電 圧 を ス イ チ ン グ し 交 流 電 圧 に 変 換 す る ス イ
ッ チ ン グ 素 子 と を 有 す る 直 流 電 圧 を 交 流 電 圧 に 変 換 す る 電 力 変 換 器 に お い て ， 前 記 パ ル ス
幅 変 調 を 前 述 に 記 載 の パ ル ス 幅 変 調 装 置 に よ り 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
即 ち 、 本 発 明 に よ り 、 ３ つ の 入 力 信 号 の 各 々 の 差 の 中 の 任 意 の ２ つ の 変 調 波 の 差 を 最 低 値
以 上 に す る こ と が で き る た め 、 パ ル ス 幅 変 調 し た 結 果 で あ る パ ル ス 出 力 に お い て 、 任 意 の
２ つ の パ ル ス が 変 化 す る 間 隔 を 前 記 最 低 値 に 相 当 す る 時 間 以 上 に で き る 。 ま た 、 こ の パ ル
ス 幅 変 調 方 式 を 電 力 変 換 器 に 適 用 す る こ と に よ り 、 直 流 電 流 の パ ル ス 幅 も 前 記 最 低 値 に 相
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当 す る 時 間 以 上 と な る た め 、 直 流 電 流 の 検 出 が 可 能 に な り 、 直 流 側 の 電 流 パ ル ス 幅 を 必 ず
電 流 検 出 が 可 能 な 幅 以 上 に す る こ と が で き る 。 ま た 、 パ ル ス が 変 化 す る 間 隔 が 確 保 さ れ る
た め 、 ス イ ッ チ ン グ の 相 互 干 渉 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
又 、 ３ つ の 信 号 と そ れ ぞ れ の 誤 差 積 算 値 を 加 算 し 、 加 算 結 果 の 任 意 の ２ つ の 指 令 信 号 の 差
が 最 低 値 以 上 に な る よ う に 補 正 し 、 補 正 結 果 に 基 づ き パ ル ス 幅 変 調 す る と 共 に 、 補 正 結 果
と 前 記 加 算 手 段 の 加 算 結 果 の 差 か ら 誤 差 積 算 値 を 更 新 す る パ ル ス 幅 変 調 方 法 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 直 流 電 流 の パ ル ス 幅 が 必 ず 確 保 さ れ る こ と か ら 、 補 正 結 果 の 更 新 を 搬 送 波 の 半 周 期
毎 又 は そ の 整 数 倍 に し て も 、 電 流 検 出 に 支 障 は 来 さ な い た め 、 演 算 周 期 を 大 き く す る こ と
が で き 、 パ ル ス 幅 変 調 方 法 の 単 位 時 間 あ た り の 演 算 量 を 低 減 す る こ と が で き る 。 前 記 指 令
信 号 は 電 圧 指 令 信 号 で あ り 、 前 記 補 正 に よ り 生 じ る 誤 差 を 前 記 電 圧 指 令 信 号 に 加 算 す る こ
と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
（ 実 施 例 １ ）
図 １ は 、 本 発 明 の パ ル ス 幅 変 調 方 法 を 用 い た 電 力 変 換 器 の 一 例 を 示 す 構 成 図 で あ る 。 図 １
に お い て 、 整 流 回 路 ２ 、 平 滑 コ ン デ ン サ ３ 、 電 流 検 出 器 ５ 、 電 流 検 出 部 ７ 、 外 部 か ら 与 え
ら れ る 速 度 指 令 に 基 づ き 前 記 第 １ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 を 出 力 す る モ ー タ 制 御 部 ８ 、 前 記 第
１ 交 流 電 圧 指 令 信 号 に 基 づ き 第 ２ 交 流 電 圧 指 令 信 号 に 補 正 す る 電 圧 指 令 補 正 部 ９ 、 前 記 第
２ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 に 基 づ き パ ル ス 幅 変 調 を 行 い ゲ ー ト 信 号 を 出 力 す る Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 部 ６
、 前 記 ゲ ー ト 信 号 に 基 づ き 直 流 電 圧 を ス イ チ ン グ し 交 流 電 圧 に 変 換 す る ス イ ッ チ ン グ 素 子
Qu、 Qv、 Qw、 Qx、 Qy及 び Qz、 を 有 す る 直 流 電 圧 を 交 流 電 圧 に 変 換 す る 電 力 変 換 器 １ ０ と 、
交 流 電 源 １ と 、 モ ー タ ４ と を 備 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
交 流 電 源 １ か ら 供 給 さ れ る 電 圧 を 整 流 回 路 ２ で 整 流 し 、 さ ら に 平 滑 コ ン デ ン サ ３ で 平 滑 し
、 直 流 電 圧 に 変 換 す る 。 変 換 さ れ た 直 流 電 圧 を ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qu、 Qv、 Qw、 Qx、 Qy、 及
び Qzを ス イ ッ チ ン グ す る こ と に よ り 、 モ ー タ ４ に 接 続 さ れ た Ｕ 相 、 Ｖ 相 及 び Ｗ 相 の 電 圧 を
制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
電 流 検 出 器 ５ は 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qx、 Qy、 及 び Qzか ら 平 滑 コ ン デ ン サ ３ に 流 れ る 直 流 電
流 Idcを 検 出 し 、 電 流 検 出 部 ７ で は 検 出 し た 直 流 電 流 Idcと Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 部 ６ が 出 力 す る ゲ ー
ト 信 号 Gu、 Gv、 Gw、 Gx、 Gy、 及 び Gzか ら モ ー タ ４ に 流 れ る Ｕ 相 モ ー タ 電 流 Iu、 Ｖ 相 モ ー タ
電 流 Iv、 及 び Ｗ 相 モ ー タ 電 流 Iwを 検 出 す る 。 検 出 し た モ ー タ 電 流 Iu、 Iv、 及 び Iwと 外 部 か
ら 与 え ら れ る 速 度 指 令 Ｆ r*に 基 づ き 、 モ ー タ 制 御 部 ８ は 第 １ の Ｕ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu、
第 １ の Ｖ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Ev、 及 び 第 １ の Ｗ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Ewを 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
電 圧 指 令 補 正 部 ９ で は 、 第 １ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu、 Ev、 及 び Ewを 補 正 す る こ と に よ り 、
第 ２ の Ｕ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu'、 第 ２ の Ｖ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Ev'及 び 第 ２ の Ｗ 相 交 流 電
圧 指 令 信 号 Ew'を 出 力 し 、 Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 部 ６ は 第 ２ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu'、 Ev'、 及 び Ew'に
基 づ き パ ル ス 幅 変 調 を 行 い 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qu、 Qv、 Qw、 Qx、 Qy、 及 び Qzの ス イ ッ チ ン
グ を そ れ ぞ れ 指 令 す る ゲ ー ト 信 号 Gu、 Gv、 Gw、 Gx、 Gy、 及 び Gzを 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
尚 ， 本 実 施 例 で は ， 交 流 電 源 １ か ら 整 流 回 路 ２ 及 び 平 滑 コ ン デ ン サ ３ か ら 直 流 電 圧 を 生 成
し て い る が ， こ れ を 直 流 電 源 に 置 き 換 え た 場 合 に は 整 流 回 路 ２ 及 び 平 滑 コ ン デ ン サ ３ は 不
要 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
電 圧 指 令 補 正 部 ９ で は ， 第 ２ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu'、 Ev'、 及 び Ew'の う ち の 任 意 の ２ つ
の 交 流 電 圧 指 令 信 号 の 差 が 予 め 定 め ら れ た 値 以 上 に な る よ う す る と と も に ， 第 １ の 交 流 電
圧 指 令 信 号 Eu、 Ev、 及 び Ewと 第 ２ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu'、 Ev'、 及 び Ew'と の そ れ ぞ れ の
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差 を 積 算 し た 誤 差 積 算 値 dEu， dEv， 及 び dEwの 絶 対 値 が あ る 値 以 上 に な ら な い よ う に 第 ２
の 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu'、 Ev'、 及 び Ew'を 演 算 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
具 体 的 に は ， 電 圧 指 令 補 正 部 ９ で は ， 第 １ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu、 Ev、 及 び Ewと 第 ２ の 交
流 電 圧 指 令 信 号 Eu'、 Ev'、 及 び Ew'と の そ れ ぞ れ の 差 を 積 算 し た 誤 差 積 算 値 dEu， dEv， 及
び dEwを 求 め ， 誤 差 積 算 値 dEu， dEv， 及 び dEwと 第 １ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu、 Ev、 及 び Ewを
そ れ ぞ れ 加 算 し た 値 に 基 づ き ， 第 ２ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu'、 Ev'、 及 び Ew'の う ち の 任 意
の ２ つ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 の 差 が 予 め 定 め ら れ た 値 以 上 に な る よ う 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
電 圧 指 令 補 正 部 ９ に つ い て ， 図 ２ ～ 図 ５ を 用 い て さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。 図 ２ は 、 電 圧 指
令 補 正 部 ９ が 出 力 で あ る 第 ２ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu'、 Ev'、 及 び Ew'を 更 新 す る タ イ ミ ン
グ を 示 す 図 で あ る 。 図 ２ に お い て 、 ２ ０ １ は Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 部 ６ の パ ル ス 幅 変 調 で 用 い る 搬 送
波 、 ２ ０ ２ ～ ２ ０ ８ は 電 圧 指 令 補 正 部 ９ が 出 力 を 更 新 す る タ イ ミ ン グ で あ る 。 電 圧 指 令 補
正 部 ９ は 搬 送 波 ２ ０ １ の 半 周 期 毎 に 後 述 す る 処 理 を 行 い 、 第 ２ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu'、 E
v'、 及 び Ew'を 出 力 す る 。 図 ３ 、 ４ に 示 す 処 理 が メ イ ン の 処 理 で あ り 、 図 ５ に 示 す 処 理 は
サ ブ ル ー チ ン で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ３ は 、 電 圧 指 令 補 正 部 の メ イ ン の 処 理 を 行 う 流 れ を 示 す 図 で あ る 。 電 圧 指 令 補 正 部 ９ で
は 最 初 に 、 処 理 ３ ０ ０ を 実 行 す る 。 処 理 ３ ０ ０ で は 、 Ｕ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Euと Ｕ 相 誤 差
積 算 値 dEuの 加 算 結 果 を 第 ３ の Ｕ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu0に 、 Ｖ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Evと Ｖ
相 誤 差 積 算 値 dEvの 加 算 結 果 を 第 ３ の Ｖ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Ev0に 、 Ｕ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号
Euと Ｕ 相 誤 差 積 算 値 dEuの 加 算 結 果 を 第 ３ の Ｗ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Ev0に 、 そ れ ぞ れ 代 入 し
て 、 次 に 処 理 ３ ０ １ を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
処 理 ３ ０ １ で は 、 第 ３ の Ｕ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu0と 第 ３ の Ｖ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Ev0を 比
較 し 、 Eu0が Ev0以 上 で あ る 場 合 は 、 処 理 ３ ０ ２ を 実 行 し 、 Eu0が Ev0未 満 で あ る 場 合 は 、 次
に 図 ４ の 処 理 ４ ０ １ を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
処 理 ３ ０ ２ で は 、 第 ３ の Ｖ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Ev0と 第 ３ の Ｗ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Ew0を 比
較 し 、 Ev0が Ew0以 上 で あ る 場 合 は 、 処 理 ３ ０ ３ を 実 行 し 、 Ev0が Ew0未 満 で あ る 場 合 は 、 処
理 ３ ０ ６ を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
処 理 ３ ０ ３ で は 、 第 ３ の Ｕ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu0を 第 １ の 最 大 電 圧 Eaに 、 第 ３ の Ｖ 相 交
流 電 圧 指 令 信 号 Ev0を 第 １ の 中 間 電 圧 Ebに 、 第 ３ の Ｗ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Ew0を 第 １ の 最 小
電 圧 Ecに 、 そ れ ぞ れ 代 入 し て 、 処 理 ３ ０ ４ を 実 行 す る 。 処 理 ３ ０ ４ の 補 正 処 理 の 詳 細 は 後
述 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
処 理 ３ ０ ４ の 後 、 処 理 ３ ０ ５ を 実 行 し 、 第 ２ の 最 大 電 圧 Ea'を 第 ２ の Ｕ 相 交 流 電 圧 指 令 信
号 Eu'に 、 第 ２ の 中 間 電 圧 Eb'を 第 ２ の Ｖ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Ev'に 、 第 ２ の 最 小 電 圧 Ec'を
第 ２ の Ｗ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Ew'に 、 そ れ ぞ れ 代 入 し て 、 次 に 処 理 ３ １ ３ を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
処 理 ３ １ ３ で は 、 第 ３ の Ｕ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu0か ら 第 ２ の Ｕ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu'を
減 算 し た 値 で 、 Ｕ 相 誤 差 積 算 値 dEuを 、 第 ３ の Ｖ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Ev0か ら 第 ２ の Ｖ 相 交
流 電 圧 指 令 信 号 Ev'を 減 算 し た 値 で 、 Ｖ 相 誤 差 積 算 値 dEvを 、 第 ３ の Ｗ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号
Ew0か ら 第 ２ の Ｗ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Ew'を 減 算 し た 値 で 、 Ｗ 相 誤 差 積 算 値 dEwを 、 そ れ ぞ
れ 更 新 し 、 電 圧 指 令 補 正 部 ９ の 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
又 、 処 理 ３ ０ ２ の 後 、 処 理 ３ ０ ６ を 実 行 す る 場 合 、 処 理 ３ ０ ６ で は 、 第 ３ の Ｕ 相 交 流 電 圧
指 令 信 号 Eu0と 第 ３ の Ｗ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Ew0を 比 較 し 、 Eu0が Ew0以 上 で あ る 場 合 は 、 次
に 処 理 ３ ０ ７ を 実 行 し 、 Eu0が Ew0未 満 で あ る 場 合 は 、 処 理 ３ １ ０ を 実 行 す る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
処 理 ３ ０ ６ の 後 、 処 理 ３ ０ ７ を 実 行 す る 場 合 、 処 理 ３ ０ ７ で は 、 第 ３ の Ｕ 相 交 流 電 圧 指 令
信 号 Eu0を 第 １ の 最 大 電 圧 Eaに 、 第 ３ の Ｗ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Ew0を 第 １ の 中 間 電 圧 Ebに 、
第 ３ の Ｖ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Ev0を 第 １ の 最 小 電 圧 Ecに 、 そ れ ぞ れ 代 入 し て 、 処 理 ３ ０ ８
を 実 行 す る 。 処 理 ３ ０ ８ の 補 正 処 理 の 詳 細 は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
処 理 ３ ０ ８ の 後 、 処 理 ３ ０ ９ を 実 行 し 、 第 ２ の 最 大 電 圧 Ea'を 第 ２ の Ｕ 相 交 流 電 圧 指 令 信
号 Eu'に 、 第 ２ の 中 間 電 圧 Eb'を 第 ２ の Ｗ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Ew'に 、 第 ２ の 最 小 電 圧 Ec'を
第 ２ の Ｖ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Ev'に 、 そ れ ぞ れ 代 入 し て 、 処 理 ３ １ ３ を 実 行 し 、 電 圧 指 令
補 正 部 ９ の 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
処 理 ３ ０ ６ の 後 、 処 理 ３ １ ０ を 実 行 す る 場 合 、 処 理 ３ １ ０ で は 、 第 ３ の Ｗ 相 交 流 電 圧 指 令
信 号 Ew0を 第 １ の 最 大 電 圧 Eaに 、 第 ３ の Ｕ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu0を 第 １ の 中 間 電 圧 Ebに 、
第 ３ の Ｖ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Ev0を 第 １ の 最 小 電 圧 Ecに 、 そ れ ぞ れ 代 入 し て 、 処 理 ３ １ １
を 実 行 す る 。 処 理 ３ １ １ の 補 正 処 理 の 詳 細 は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
処 理 ３ １ １ の 後 、 処 理 ３ １ ２ を 実 行 し 、 第 ２ の 最 大 電 圧 Ea'を 第 ２ の Ｗ 相 交 流 電 圧 指 令 信
号 Ew'に 、 第 ２ の 中 間 電 圧 Eb'を 第 ２ の Ｕ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu'に 、 第 ２ の 最 小 電 圧 Ec'を
第 ２ の Ｖ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Ev'に 、 そ れ ぞ れ 代 入 し て 、 処 理 ３ １ ３ を 実 行 し 、 電 圧 指 令
補 正 部 ９ の 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 ４ は 、 図 ３ の 電 圧 指 令 補 正 部 ９ の メ イ ン の 処 理 を 行 う 流 れ の 他 の 部 分 を 示 す 図 で あ る 。
図 ４ に 処 理 ３ ０ １ に お い て Eu0が Ev0未 満 で あ る 場 合 は 、 処 理 ４ ０ １ を 実 行 す る 。 処 理 ４ ０
１ で は 、 第 ３ の Ｕ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Ew0と 第 ３ の Ｗ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Ew0を 比 較 し 、 Eu
0が Ew0以 上 で あ る 場 合 は 、 次 に 処 理 ４ ０ ２ を 実 行 し 、 Eu0が Ew0未 満 で あ る 場 合 は 、 処 理 ４
０ ５ を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
処 理 ４ ０ ２ で は 、 第 ３ の Ｖ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Ev0を 第 １ の 最 大 電 圧 Eaに 、 第 ３ の Ｕ 相 交
流 電 圧 指 令 信 号 Eu0を 第 １ の 中 間 電 圧 Ebに 、 第 ３ の Ｗ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Ew0を 第 １ の 最 小
電 圧 Ecに 、 そ れ ぞ れ 代 入 し て 、 処 理 ４ ０ ３ を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
処 理 ４ ０ ３ の 後 、 処 理 ４ ０ ４ を 実 行 し 、 第 ２ の 最 大 電 圧 Ea'を 第 ２ の Ｖ 相 交 流 電 圧 指 令 信
号 Ev'に 、 第 ２ の 中 間 電 圧 Eb'を 第 ２ の Ｕ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu'に 、 第 ２ の 最 小 電 圧 Ec'を
第 ２ の Ｗ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Ew'に 、 そ れ ぞ れ 代 入 し て 、 処 理 ３ １ ３ を 実 行 し て 、 電 圧 指
令 補 正 部 ９ の 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
処 理 ４ ０ ５ で は 、 第 ３ の Ｕ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu0と 第 ３ の Ｗ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Ew0を 比
較 し 、 Eu0が Ew0以 上 で あ る 場 合 は 、 処 理 ４ ０ ６ を 実 行 し 、 Eu0が Ew0未 満 で あ る 場 合 は 、 次
に 処 理 ４ ０ ９ を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
処 理 ４ ０ ６ で は 、 第 ３ の Ｖ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Ev0を 第 １ の 最 大 電 圧 Eaに 、 第 ３ の Ｗ 相 交
流 電 圧 指 令 信 号 Ew0を 第 １ の 中 間 電 圧 Ebに 、 第 ３ の Ｕ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu0を 第 １ の 最 小
電 圧 Ecに 、 そ れ ぞ れ 代 入 し て 、 処 理 ４ ０ ７ を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
処 理 ４ ０ ７ の 後 、 処 理 ４ ０ ８ を 実 行 し 、 第 ２ の 最 大 電 圧 Ea'を 第 ２ の Ｖ 相 交 流 電 圧 指 令 信
号 Ev'に 、 第 ２ の 中 間 電 圧 Eb'を 第 ２ の Ｗ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Ew'に 、 第 ２ の 最 小 電 圧 Ec'を
第 ２ の Ｕ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu'に 、 そ れ ぞ れ 代 入 し て 、 処 理 ３ １ ３ を 実 行 し 、 電 圧 指 令
補 正 部 ９ の 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
処 理 ４ ０ ９ で は 、 第 ３ の Ｗ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Ew0を 第 １ の 最 大 電 圧 Eaに 、 第 ３ の Ｖ 相 交
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流 電 圧 指 令 信 号 Ev0を 第 １ の 中 間 電 圧 Ebに 、 第 ３ の Ｕ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu0を 第 １ の 最 小
電 圧 Ecに 、 そ れ ぞ れ 代 入 し て 、 処 理 ４ １ ０ を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
処 理 ４ １ ０ の 後 、 処 理 ４ １ １ を 実 行 し 、 第 ２ の 最 大 電 圧 Ea'を 第 ２ の Ｗ 相 交 流 電 圧 指 令 信
号 Ew'に 、 第 ２ の 中 間 電 圧 Eb'を 第 ２ の Ｖ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Ev'に 、 第 ２ の 最 小 電 圧 Ec'を
第 ２ の Ｕ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu'に 、 そ れ ぞ れ 代 入 し て 、 処 理 ３ １ ３ を 実 行 し 、 電 圧 指 令
補 正 部 ９ の 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
以 上 の 処 理 に よ り 、 第 ３ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu0、 Ev0、 及 び Ew0の 内 、 最 大 の 値 を 第 １ の
最 大 電 圧 Eaに 、 真 ん 中 の 値 を 第 １ の 中 間 電 圧 Ebに 、 最 小 の 値 を 第 １ の 最 小 電 圧 Ecに そ れ ぞ
れ 代 入 し 、 補 正 処 理 を 実 行 す る 。 補 正 処 理 の 実 行 結 果 で あ る 第 ２ の 最 大 電 圧 Ea'、 第 ２ の
中 間 電 圧 Eb'、 及 び 第 ２ の 最 小 電 圧 Ec'を 第 ３ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu0、 Ev0、 及 び Ew0の 大
小 関 係 に 従 い 、 第 ２ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu'、 Ev'、 及 び Ew'に 代 入 す る 。 ま た 、 補 正 を 行
う こ と に よ る 第 １ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu、 Ev、 及 び Ewと 第 ２ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu'、 Ev'
、 及 び Ew'と の 誤 差 は 誤 差 積 算 値 dEu、 dEv、 及 び dEwで 管 理 さ れ 、 誤 差 積 算 値 dEu、 dEv、 及
び dEwを 加 算 し た 第 ３ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu0、 Ev0、 及 び Ew0で 処 理 を 行 う こ と に よ り 、 前
回 ま で の 誤 差 を 含 め て 演 算 す る た め 、 誤 差 積 算 値 が 増 加 し 続 け る こ と は な い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
図 ５ は 、 図 ３ の 処 理 ３ ０ ４ 、 処 理 ３ ０ ８ 、 処 理 ３ １ １ 、 及 び 図 ４ の 処 理 ４ ０ ３ 、 処 理 ４ ０
７ 、 処 理 ４ １ ０ で 実 行 す る 補 正 処 理 の 流 れ を 示 す 図 で あ る 。 補 正 処 理 で は 、 直 流 電 流 の パ
ル ス 幅 を 決 め る 最 大 電 圧 と 中 間 電 圧 の 差 、 及 び 最 小 電 圧 と 中 間 電 圧 の 差 が 直 流 電 流 を 検 出
す る た め に 必 要 な パ ル ス 幅 に 相 当 す る 最 低 電 圧 Emin以 上 と な る よ う に 補 正 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
補 正 処 理 で は 、 初 め の 処 理 ５ ０ １ で は 、 第 １ の 最 大 電 圧 Eaと 第 １ の 中 間 電 圧 Ebの 差 と 最 低
電 圧 Eminを 比 較 し 、 Eaと Ebの 差 が Emin以 上 で あ る 場 合 、 次 に 処 理 ５ ０ ２ を 実 行 し 、 Eaと Eb
の 差 が Emin未 満 で あ る 場 合 、 次 に 処 理 ５ ０ ３ を 実 行 す る 。 処 理 ５ ０ ２ で は 、 補 正 の 必 要 が
な い た め 、 第 １ の 最 大 電 圧 Eaを 第 ２ の 最 大 電 圧 Ea'に そ の ま ま 代 入 し 、 処 理 ５ ０ ４ を 実 行
す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
処 理 ５ ０ ３ で は 、 補 正 が 必 要 で あ る た め 、 第 １ の 中 間 電 圧 Ebに 最 低 電 圧 Eminを 加 算 し た 値
を 第 ２ の 最 大 電 圧 Ea'に 代 入 し 、 処 理 ５ ０ ４ を 実 行 す る 。 こ れ に よ り 、 第 ２ の 最 大 電 圧 Ea
と 第 １ の 中 間 電 圧 Eb（ 第 ２ の 中 間 電 圧 Ebと 同 じ ） の 差 は 、 最 低 電 圧 Eminに な り 、 ま た 大 小
関 係 も 変 わ ら な い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
処 理 ５ ０ ４ で は 、 第 １ の 中 間 電 圧 Ebと 第 １ の 最 小 電 圧 Ecの 差 と 最 低 電 圧 Eminを 比 較 し 、 Eb
と Ecの 差 が Emin以 上 で あ る 場 合 、 処 理 ５ ０ ５ を 実 行 し 、 Ebと Ecの 差 が Emin未 満 で あ る 場 合
、 次 に 処 理 ５ ０ ６ を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
処 理 ５ ０ ５ で は 、 補 正 の 必 要 が な い た め 、 第 １ の 最 小 電 圧 Ecを 第 ２ の 最 小 電 圧 Ec'に そ の
ま ま 代 入 し 、 処 理 ５ ０ ７ を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
処 理 ５ ０ ６ で は 、 補 正 が 必 要 で あ る た め 、 第 １ の 中 間 電 圧 Ebか ら 最 低 電 圧 Eminを 減 算 し た
値 を 第 ２ の 最 小 電 圧 Eb'に 代 入 し 、 処 理 ５ ０ ７ を 実 行 す る 。 こ れ に よ り 、 第 ２ の 最 小 電 圧 E
cと 第 １ の 中 間 電 圧 Eb（ 第 ２ の 中 間 電 圧 Ebと 同 じ ） の 差 は 、 最 低 電 圧 Eminに な り 、 ま た 大
小 関 係 も 変 わ ら な い 。 処 理 ５ ０ ７ で は 、 第 １ の 中 間 電 圧 Ebを 第 ２ の 中 間 電 圧 Eb'に 代 入 す
る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
以 上 説 明 し た 補 正 処 理 に よ り 、 第 ２ の 最 大 電 圧 Ea'と 第 ２ の 中 間 電 圧 Eb'の 差 及 び 第 ２ の 中
間 電 圧 Eb'と 第 ２ の 最 小 電 圧 Ec'の 差 は 最 低 電 圧 Emin以 上 と な る 。 ま た 、 補 正 の 前 後 で 大 小
関 係 が 変 化 し な い こ と か ら 、 第 ２ の 最 大 電 圧 Ea'≧ 第 ２ の 中 間 電 圧 Eb'≧ 第 ２ の 最 小 電 圧 Ec
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'で あ る 。 な お 、 処 理 ５ ０ ３ で 第 １ の 中 間 電 圧 Ebに 加 算 す る 値 及 び 処 理 ５ ０ ６ で Ebか ら 減
算 す る 値 に 最 低 電 圧 Eminを 用 い て い る が 、 最 低 電 圧 Eminに 変 え て 、 最 低 電 圧 Eminよ り 大 き
い 値 を 用 い て も 、 補 正 の 目 的 を 達 成 す る こ と は で き る 。 た だ し 、 こ の と き に は 補 正 量 が 大
き く な る た め 、 補 正 前 後 で の 電 圧 の 誤 差 が 大 き く な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
又 、 最 大 値 (Ea)と 中 間 値 (Eb)の 差 を あ る 値 (Emin)以 上 、 中 間 値 (Eb)と 最 小 値 (Ec)の 差 を あ
る 値 (Emin)以 上 で あ り 、 従 っ て 最 大 値 (Ea)と 最 小 値 (Ec)の 差 は あ る 値 (Emin)以 上 に な り 、
本 実 施 例 に お い て 、 第 １ 交 流 電 圧 指 令 信 号 に お け る 各 々 ３ つ の 指 令 信 号 差 は い ず れ も 予 め
定 め ら れ た 値 以 上 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
図 ６ は 、 Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 部 ６ の 構 成 を 示 す 回 路 図 で あ る 。 搬 送 波 発 生 部 601、 Ｕ 相 比 較 部 602、
Ｖ 相 比 較 部 603、 Ｗ 相 比 較 部 604お よ び 反 転 部 605、 606、 607を 有 す る 。 搬 送 波 発 生 部 601は
、 搬 送 波 周 波 数 指 令 Fcに 基 づ い て 、 周 波 数 Fcの 三 角 波 で あ る 搬 送 波 Cを 出 力 す る 。 ゲ ー ト
信 号 Guを 出 力 す る Ｕ 相 比 較 部 602は 、 Ｕ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Euと 搬 送 波 Cを 比 較 し て 、 Ｕ 相
交 流 電 圧 指 令 信 号 Euが 大 き い と き は Ｈ レ ベ ル を 出 力 し 、 小 さ い と き は Ｌ レ ベ ル を 出 力 す る
。 ま た 、 ゲ ー ト 信 号 Gxを 出 力 す る 反 転 部 605は 、 ゲ ー ト 信 号 Guが Ｌ レ ベ ル の と き Ｈ レ ベ ル
を 出 力 し 、 ゲ ー ト 信 号 Guが Ｈ レ ベ ル の と き Ｌ レ ベ ル を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
同 様 に 、 ゲ ー ト 信 号 Gvを 出 力 す る Ｖ 相 比 較 部 603は 、 Ｖ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Evと 搬 送 波 Cを
比 較 し て 、 又 、 ゲ ー ト 信 号 Gwを 出 力 す る Ｗ 相 比 較 部 604は 、 Ｗ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Ewと 搬
送 波 Cを 比 較 し て 、 Ｕ 相 比 較 部 602と 同 様 に 出 力 す る 。 ま た 、 ゲ ー ト 信 号 Gyを 出 力 す る 反 転
部 606及 び ゲ ー ト 信 号 Gzを 出 力 す る 反 転 部 607は 、 ゲ ー ト 信 号 Gxと 同 様 に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
図 ７ は 、 本 実 施 例 の 具 体 的 動 作 を 説 明 す る 図 で あ る 。 図 ７ に 示 す グ ラ フ は 横 軸 は 時 間 で 、
縦 軸 は 各 々 第 １ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu、 Ev、 及 び Ew、 第 ２ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu'、 Ev'及
び Ew'と パ ル ス 幅 変 調 の 搬 送 波 Ｃ 、 誤 差 積 算 値 dEu、 dEv及 び dEw、 ゲ ー ト 信 号 Gu、 Gv、 及 び
Gw、 直 流 電 流 Idcで あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
第 １ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu、 Ev、 及 び Ewは 、 図 １ に 示 す 電 圧 指 令 補 正 部 ６ の 入 力 信 号 で あ
り 、 そ れ ら の 値 は そ れ ぞ れ 0.3、 -0.1及 び -0.3で あ る 。 第 ２ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu'、 Ev'
及 び Ew'は 第 １ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu、 Ev、 及 び Ewに 基 づ い て 各 々 の 差 を 予 め 定 め ら れ た
値 （ 0.3） 以 上 に 補 正 さ れ た も の で あ り 、 図 に 示 す よ う に 各 信 号 と も に 逐 次 変 化 し て い る
。
【 ０ ０ ５ ７ 】
誤 差 積 算 値 dEu、 dEv及 び dEwは 、 第 １ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu、 Ev、 及 び Ewと 第 ２ の 交 流 電
圧 指 令 信 号 Eu'、 Ev'及 び Ew'と の 差 の 積 算 値 で あ り 、 そ の 初 期 値 は そ れ ぞ れ 0.0、 0.0、 及
び 0.1で あ る 場 合 を 示 し て い る 。 ま た 、 最 低 電 圧 Eminは 0.3で あ り 、 誤 差 積 算 値 dEu、 dEv及
び dEwの 絶 対 値 は い ず れ も 所 定 値 以 上 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
例 と し て 、 時 刻 Ｔ １ に お け る 電 圧 指 令 補 正 部 ９ の 動 作 は 以 下 の 通 り で あ る 。 図 ３ の 処 理 ３
０ ０ に お い て 、 第 ３ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu0、 Ev0、 及 び Ew0に は 、 そ れ ぞ れ 0.3、 -0.1、 -0
.2を 代 入 す る 。 こ の と き 、 Eu0>Ev0>Ew0で あ る か ら 図 ３ の 処 理 ３ ０ １ 、 処 理 ３ ０ ２ を 経 て
処 理 ３ ０ ３ を 実 行 す る 。 処 理 ３ ０ ３ に お い て 、 第 １ の 最 大 電 圧 Eaに は 0.3、 第 １ の 中 間 電
圧 Ebに は -0.1、 第 １ の 最 小 電 圧 Ecに は -0.2を 代 入 す る 。 次 に 、 図 ３ の 補 正 処 理 ３ ０ ４ 、 即
ち 図 ５ に 示 す 補 正 処 理 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
補 正 処 理 ３ ０ ４ で は 、 図 ５ の 処 理 ５ ０ １ に お い て 、 Ea-Eb=0.4と 最 低 電 圧 Emin=0.3を 比 較
す る 。 Ea-Ebが Emin以 上 で あ る か ら 、 処 理 ５ ０ ２ を 実 行 し 、 第 ２ の 最 大 電 圧 Ea'に は 0.3を
代 入 す る 。 次 の 処 理 ５ ０ ４ で は 、 Eb-Ec=0.1と 最 低 電 圧 Emin=0.3を 比 較 し て 、 Eb-Ecが Emin
未 満 で あ る か ら 、 処 理 ５ ０ ６ を 実 行 す る 。 処 理 ５ ０ ６ で は 、 第 ２ の 最 小 電 圧 Ec'に -0.4を
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代 入 す る 。 処 理 ５ ０ ７ で は 、 第 ２ の 中 間 電 圧 Eb'に -0.1を 代 入 し 、 補 正 処 理 が 終 了 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
次 に 図 ３ の 処 理 ３ ０ ５ を 実 行 し 、 第 ２ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu'、 Ev'及 び Ew'に 、 そ れ ぞ れ 0
.3、 -0.1、 -0.4を 代 入 す る 。 次 の 処 理 ３ １ ３ に お い て 、 誤 差 積 算 値 dEu、 dEv及 び dEwは そ
れ ぞ れ 0.0、 0.0、 -0.2に 更 新 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
以 上 説 明 し た 電 圧 指 令 補 正 部 ９ の 出 力 す る 第 ２ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu'、 Ev'及 び Ew'と 、
搬 送 波 Ｃ に 基 づ き 、 Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 部 ６ に お い て パ ル ス 幅 変 調 を 行 う 。 Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 部 ６ で は 、
搬 送 波 Ｃ と 変 調 波 で あ る 第 ２ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu'、 Ev'及 び Ew'の 大 き さ を そ れ ぞ れ 比
較 し 、 変 調 波 の 方 が 大 き い 場 合 は 対 応 す る ゲ ー ト 信 号 に Ｈ レ ベ ル を 、 小 さ い 場 合 は Ｌ レ ベ
ル を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
よ っ て 、 時 刻 Ｔ １ ～ Ｔ ２ の 期 間 で は 、 ゲ ー ト 信 号 Gu、 Gv及 び Gwが す べ て Ｌ レ ベ ル の 状 態 か
ら 、 は じ め に Ｕ 相 ゲ ー ト 信 号 Guが Ｈ レ ベ ル に 変 わ り 、 第 ２ の Ｕ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu'と
第 ２ の Ｖ 相 交 流 電 流 指 令 Ev'の 差 に 相 当 す る 時 間 だ け 遅 れ て 、 Ｖ 相 ゲ ー ト 信 号 Gvが Ｈ レ ベ
ル に 変 わ る 。 そ の 後 、 第 ２ の Ｖ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Ev'と 第 ２ の Ｗ 相 交 流 電 流 指 令 Ew'の 差
に 相 当 す る 時 間 だ け 遅 れ て 、 Ｗ 相 ゲ ー ト 信 号 Gwが Ｈ レ ベ ル に 変 わ る 。 よ っ て 、 第 ２ の 交 流
電 圧 指 令 信 号 Eu'、 Ev'、 及 び Ew'の 相 互 の 差 が 最 低 電 圧 Emin以 上 で あ る こ と か ら 、 任 意 の
ゲ ー ト 信 号 が 変 化 し た 後 、 他 の ゲ ー ト 信 号 が 変 化 す る ま で に は 、 少 な く と も 最 低 電 圧 Emin
に 相 当 す る 時 間 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
次 に 時 刻 Ｔ １ ～ Ｔ ２ の 期 間 に お け る 、 直 流 電 流 Idcと ゲ ー ト 信 号 の 関 係 を 説 明 す る 。 図 ７
で は 、 Ｕ 相 モ ー タ 電 流 Iu及 び Ｖ 相 モ ー タ 電 流 Ivが 正 、 Ｗ 相 モ ー タ 電 流 Iwが 負 の 場 合 を 示 し
て い る 。 ゲ ー ト 信 号 Gu、 Gv、 及 び Gwが す べ て Ｌ レ ベ ル の 状 態 で は 、 ゲ ー ト 信 号 Gx、 Gy、 Gz
は す べ て Ｈ で あ る 。 こ の と き 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qu、 Qv、 Qwが Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 、 ス イ ッ チ ン グ
素 子 Qx、 Qy、 Qzが Ｏ Ｎ 状 態 で あ る か ら 、 電 流 は ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qx及 び Qyか ら モ ー タ ４ に
流 れ 、 モ ー タ ４ か ら ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qzに 流 れ 、 再 び ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qu及 び Qyに 戻 っ て
く る 。 こ の た め 、 直 流 側 に は 電 流 が 流 れ ず 、 直 流 電 流 Idcは ０ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
次 に 、 Ｕ 相 ゲ ー ト 信 号 Guが Ｈ レ ベ ル に 変 わ る と 、 Ｘ 相 ゲ ー ト 信 号 Gxは Ｌ レ ベ ル に 変 わ り 、
ス イ チ ン グ 素 子 Quが Ｏ Ｎ 状 態 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qxが Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 に な る 。 こ の と き 、 電 流
は 平 滑 コ ン デ ン サ ３ の 正 極 か ら 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Quを 経 て モ ー タ ４ に 流 れ 、 モ ー タ ４ か
ら ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qy、 Qzを 経 て 平 滑 コ ン デ ン サ ３ の 負 極 に 流 れ る 。 よ っ て 、 直 流 電 流 Id
cに は Ｕ 相 モ ー タ 電 流 Iuと 同 じ 電 流 が 流 れ る 。 よ っ て 、 こ の 期 間 に 直 流 電 流 を 検 出 す る と
Ｕ 相 モ ー タ 電 流 Iuが 検 出 で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
次 に 、 Ｖ 相 ゲ ー ト 信 号 Gvが Ｈ レ ベ ル に 変 わ る と 、 Ｙ 相 ゲ ー ト 信 号 Gyは Ｌ レ ベ ル に 変 わ り 、
ス イ チ ン グ 素 子 Qvが Ｏ Ｎ 状 態 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qyが Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 に な る 。 こ の と き 、 電 流
は 平 滑 コ ン デ ン サ ３ の 正 極 か ら 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qu、 Qvを 経 て モ ー タ ４ に 流 れ 、 モ ー タ
４ か ら ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qzを 経 て 平 滑 コ ン デ ン サ ３ の 負 極 に 流 れ る 。 よ っ て 、 直 流 電 流 Id
cに は Ｗ 相 モ ー タ 電 流 Iwと 大 き さ が 同 じ で 極 性 が 反 転 し た 電 流 が 流 れ る 。 よ っ て 、 こ の 期
間 に 直 流 電 流 を 検 出 す る と Ｗ 相 モ ー タ 電 流 Iwが 検 出 で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
次 に 、 Ｗ 相 ゲ ー ト 信 号 Gwが Ｈ レ ベ ル に 変 わ る と 、 Ｚ 相 ゲ ー ト 信 号 Gzは Ｌ レ ベ ル に 変 わ り 、
ス イ チ ン グ 素 子 Qwが Ｏ Ｎ 状 態 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qzが Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 に な る 。 こ の と き は 、 ゲ
ー ト 信 号 Gu、 Gv、 及 び Gwが す べ て Ｌ レ ベ ル の 時 と 同 様 、 直 流 電 流 Idcは ０ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
よ っ て 、 ゲ ー ト 信 号 Guが Ｌ レ ベ ル か ら Ｈ レ ベ ル に 変 化 し て か ら 、 ゲ ー ト 信 号 Gvが Ｌ レ ベ ル
か ら Ｈ レ ベ ル に 変 化 す る ま で の 期 間 及 び ゲ ー ト 信 号 Gvが Ｌ レ ベ ル か ら Ｈ レ ベ ル に 変 化 し て
か ら 、 ゲ ー ト 信 号 Gwが Ｌ レ ベ ル か ら Ｈ レ ベ ル に 変 化 す る ま で の 期 間 が 、 直 流 電 流 Idcを 検
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出 す る の に 十 分 な 時 間 だ け 確 保 さ れ る 必 要 が あ る 。 こ の 期 間 は 、 第 ２ の Ｕ 相 交 流 電 圧 指 令
信 号 Eu'と 第 ２ の Ｖ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Ev'の 差 及 び 第 ２ の Ｖ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Ev'と 第
２ の Ｗ 相 交 流 電 圧 指 令 信 号 Ew'の 差 に よ り 決 ま る た め 、 こ れ ら の 差 が 最 低 電 圧 Emin以 上 に
な る よ う に 補 正 さ れ る 場 合 、 最 低 電 圧 Eminを 直 流 電 流 Idcを 検 出 す る の に 十 分 な 時 間 に 相
当 す る 値 に 設 定 す る こ と に よ り 、 直 流 電 流 Idcを 検 出 す る 期 間 が 確 保 で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
ま た 、 時 刻 Ｔ １ ～ ８ の 期 間 で の 第 ２ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu'、 Ev'、 及 び Ew'の 平 均 は そ れ
ぞ れ 0.33、 -0.10、 -0.29で あ り 、 第 １ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu、 Ev、 Ewと ほ ぼ 等 し く な る 。
ま た 、 第 ２ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu'、 Ev'、 及 び Ew'の 平 均 と 第 １ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu、 E
v、 Ewの 間 の 誤 差 は 、 Ｗ 相 誤 差 積 算 値 dEuが 0.1で あ る こ と 、 時 刻 Ｔ ７ ～ Ｔ ８ で の Ｕ 相 誤 差
積 算 値 dEuが 0.2で あ る こ と に よ り 管 理 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
更 に ， 図 ７ か ら も 明 ら か な よ う に 誤 差 積 算 値 dEu， dEv， 及 び dEwの 絶 対 値 は あ る 値 以 下 に
な る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
本 実 施 例 で は ， 補 正 に よ る 電 圧 誤 差 を 抑 制 す る た め 誤 差 積 算 値 を 用 い て い る が ， 電 圧 誤 差
に 対 す る 要 求 が 厳 し く な い 用 途 に お い て は ， 誤 差 積 算 値 に 関 す る 処 理 を 省 略 で き る 。 具 体
的 に は ， 図 ３ の 処 理 ３ ０ ０ に お け る 誤 差 積 算 値 dEu， dEv， 及 び dEwを ０ と し て ， 第 ３ の 交
流 電 圧 指 令 信 号 Eu0、 Ev0、 及 び Ew0と し て 第 １ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu、 Ev、 及 び Ewを 用 い
， 処 理 ３ １ ３ を 省 略 す る こ と に よ り 実 現 さ れ る 。 こ れ に よ り ， 処 理 を 削 減 す る こ と が で き
る 。 こ の 場 合 ， 電 圧 指 令 補 正 部 ９ で は 、 第 １ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu、 Ev、 及 び Ewに 基 づ き
， 第 ２ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu'、 Ev'、 及 び Ew'の う ち の 任 意 の ２ つ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 の
差 が 予 め 定 め ら れ た 値 以 上 に な る よ う 処 理 を 行 う こ と に な る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
本 実 施 例 に よ れ ば 、 直 流 電 流 Idcの パ ル ス 幅 は 必 ず 電 流 検 出 が 可 能 な 幅 が 確 保 さ れ 、 任 意
ス イ ッ チ ン グ と 任 意 ス イ ッ チ ン グ の 間 に 必 要 な 期 間 が 確 保 さ れ る た め 、 ス イ ッ チ ン グ の 相
互 干 渉 は 発 生 し な い 。 又 、 本 実 施 例 に お い て は 、 小 容 量 イ ン バ ー タ の モ ー タ 電 流 の Ｃ Ｔ レ
ス 化 と そ の 電 流 検 出 の 高 性 能 化 、 汎 用 化 、 大 容 量 で の ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 保 護 が 得 ら れ 、
低 速 で の 電 流 検 出 を 安 定 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
更 に 、 本 実 施 例 に お い て は 、 低 電 圧 、 高 キ ャ リ ア で も 直 流 電 流 を サ ン プ ル し ホ ー ル ド で き
、 他 相 ス イ ッ チ ン グ に 伴 う 狭 幅 リ カ バ リ を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
又 、 本 実 施 例 に よ れ ば 、 任 意 の ２ 相 の 変 調 波 の 差 を 最 低 値 以 上 に す る こ と が で き る た め 、
パ ル ス 幅 変 調 し た 結 果 で あ る パ ル ス 出 力 に お い て 、 任 意 の ２ つ の パ ル ス が 変 化 す る 間 隔 を
最 低 値 に 相 当 す る 時 間 以 上 に で き る 。 ま た 、 こ の パ ル ス 幅 変 調 方 式 を 電 力 変 換 器 に 適 用 す
る こ と に よ り 、 直 流 電 流 の パ ル ス 幅 も 最 低 値 に 相 当 す る 時 間 以 上 と な る た め 、 直 流 電 流 の
検 出 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
更 に 、 直 流 電 流 の 電 流 パ ル ス 幅 が 必 ず 電 流 検 出 が 可 能 な 幅 以 上 に 確 保 さ れ る こ と か ら 、 補
正 結 果 の 更 新 を 搬 送 波 の 半 周 期 の 整 数 倍 に し て も 、 電 流 検 出 に 支 障 は 来 さ な い た め 、 演 算
周 期 を 大 き く す る こ と が で き 、 パ ル ス 幅 変 調 方 法 の 単 位 時 間 あ た り の 演 算 量 を 低 減 で き 、
又 パ ル ス が 変 化 す る 間 隔 が 確 保 さ れ る た め 、 ス イ ッ チ ン グ の 相 互 干 渉 が 発 生 し な い パ ル ス
幅 変 調 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
（ 実 施 例 ２ ）
図 ８ は 、 電 圧 指 令 補 正 部 が 出 力 で あ る 第 ２ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu'、 Ev'、 及 び Ew'を 更 新
す る タ イ ミ ン グ を 変 更 し た 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 ８ に お い て 、 ２ ０ １ は Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 部 ６ の
パ ル ス 幅 変 調 で 用 い る 搬 送 波 、 ８ ０ １ ～ ８ ０ ４ は 電 圧 指 令 補 正 部 ９ が 出 力 を 更 新 す る タ イ
ミ ン グ で あ る 。 電 圧 指 令 補 正 部 ９ は 搬 送 波 ２ ０ １ の １ 周 期 毎 に 第 ２ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 Eu
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'、 Ev'、 及 び Ew'を 出 力 す る 。 本 実 施 例 で は 、 直 流 電 流 Idcの パ ル ス 幅 は 必 ず 確 保 さ れ る こ
と か ら 、 搬 送 波 の 半 周 期 で 必 ず 電 流 検 出 を 行 う こ と が で き る 。 こ の た め 、 図 ８ に 示 す よ う
に 出 力 タ イ ミ ン グ を １ 周 期 に 一 度 に し た 場 合 に お い て も 、 電 流 検 出 に は 何 ら 問 題 は な い 。
さ ら に 、 電 圧 指 令 信 号 の 更 新 周 期 が 長 く な る こ と が 問 題 に な ら な い 範 囲 で 、 出 力 タ イ ミ ン
グ の 周 期 を 搬 送 波 の 半 周 期 の 整 数 倍 で 伸 ば す こ と が 可 能 で あ る 。 こ れ に よ り 、 電 圧 指 令 補
正 部 ９ の 演 算 周 期 も 長 く す る こ と が 可 能 と な り 、 単 位 時 間 あ た り の 演 算 量 の 低 減 を 図 る こ
と が で き る 。 他 、 実 施 例 １ と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 直 流 電 流 の 電 流 パ ル ス 幅 が 必 ず 電 流 検 出 が 可 能 な 幅 以 上 に 確 保 さ れ 、 ス
イ ッ チ ン グ の 相 互 干 渉 が 発 生 し な い パ ル ス 幅 変 調 方 法 と そ の 装 置 及 び 電 力 変 換 方 法 と 電 力
変 換 器 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の パ ル ス 幅 変 調 装 置 の 構 成 図 。
【 図 ２ 】 電 圧 指 令 補 正 部 の 第 ２ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 を 更 新 す る タ イ ミ ン グ を 示 す 図 。
【 図 ３ 】 電 圧 指 令 補 正 部 の 処 理 手 順 を 示 す フ ロ ー 図 。
【 図 ４ 】 電 圧 指 令 補 正 部 の 処 理 手 順 を 示 す フ ロ ー 図 。
【 図 ５ 】 図 ３ 及 び 図 ４ の 補 正 処 理 部 の 処 理 手 順 を 示 す フ ロ ー 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 部 の 構 成 を 示 す 回 路 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の パ ル ス 幅 変 調 方 法 の 動 作 例 を 示 す 図 。
【 図 ８ 】 電 圧 指 令 補 正 部 の 第 ２ の 交 流 電 圧 指 令 信 号 を 更 新 す る タ イ ミ ン グ を 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … 交 流 電 源 、 ２ … 整 流 回 路 、 ３ … 平 滑 コ ン デ ン サ 、 ４ … モ ー タ 、 ５ … 電 流 検 出 器 、 ６ …
Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 部 、 ７ … 電 流 検 出 部 、 ８ … モ ー タ 制 御 部 、 ９ … 電 圧 指 令 補 正 部 、 １ ０ … 電 力 変
換 器 、 Qu、 Qv、 Qw、 Qx、 Qy及 び Qz… ス イ ッ チ ン グ 素 子 。
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【 図 ２ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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